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インドー ル酷駿は多くの植物に存在することが知られ
てお
',高
等植物の最も普通の生長物質を考えられてい
る。
今回, ミツマタの花の生長物質を調べたところ数種の
生長物質をみとめたが,これらのうちでインドー ル齢酸
と類以しているが恐らく別の物質と思われるものを認め
たのでここに報告する。
本実験は1961年5月上旬に行つた。
実 験 方 法
生長物質の抽出
生長物質の抽出はクロマツ4),において用いた方法に
準じた。
鳥取大学農学部苗畑に植栽されてある8～9年生 ミツ
マタの花10′(生重)を凍結させた後これをす りつぶ
し,0°Cにおいて2Cl時間,100阿どの エーテルで4回に
わけて抽出した。エーテル抽出液に2%重曹溶液75′″ι
を5回にわけて加え,酸性物質を抽出した。エーテル層
は濃縮してこれを中性区分とした。重雪溶液に15%酒石
酸溶液を加えて pHる.0にした後,エー テル90河で5回
にわけて抽出した。このエーテル抽出液を濃縮して酸性
区分とした。
ペーパー・クロマトグラフイー
吸着斉」として束洋ろ紙No.50を用いた。展開溶媒とし
てはイソプロパノールーー28%アンモニアー 水,8:
1:1(V/V/V),ブタノールーー エタノールーー水,4il
:1(V/V/V),70%エタノールのる種類を用いた。
上記試料に1盟どのエーテルを加えて溶かし,そのうち
から005知′をろ紙の一端に滲みこませた。これを室温
下で上昇法により約20伽展開させた。
尚別に試料に合成インドー ル酷酸 (IAA)を加えたも
のを,同時に展開し,風乾後 EHRLICH試薬でその Rf
値を確めた。
アベナ仲長試験
展開して得たクロマトグラムを風乾後,展開した距離
を10等分し,各ろ紙片を2%庶構液 1靱どを入浄た管瓶に
入れて 0°Cで知時間抽出した。抽出後ろ紙片を取り除
き,これに25°Cの晴所で2.5～5,胸に仲びたアベナの先
端5″糊を除いた次の25婢陶を10ケずつ入れ,おCC晴所
に20時賢おいてその仲長を測定した。
呈 色 反 応
試 薬 と し て EHRLiCH 試 薬 (P‐dimCthy12minObcnz‐
aldchydc 2 g+2Cl靱どHCl+80知′abs,cthanol),GoRDON
&?VEBER試薬 (0,05M FcC13~~5%HC10■, 4 :50
V/V),MITGHELL&BRUNSTETrER試薬 (KN02~HNOa
lg-200寂ど)の三 種 類 を 用 い た 。
これらの試薬をそれぞれ別々に展開して得たクロマト
グラムに吹きかけ 60～70°Cで加熱して発色状態をみ
工二。
結   果
乙月 1日に ミツマタの花の生長物質を ニーテ ルで抽出
し,これをペーパー・クロマトグラフイー (展開溶媒と
してイソパロパノールーーアンそニアーー水,8:1:1
(V/V/V)を使用した)で分離し,アベナ伸長試験で定量
した結果を示せば Fig.1～2に示すごとくである。
酸性区分においては全 Rfに生長促進がみられるが,
そのうちでもRf o,4～05,Rf oする～09で著しかつた。
同時に展開した別のクロマトグラムに EHRLICH試薬 に
よる呈色反応をみ注ば Rf o.16,Rf O,25,Rfo 5～0. 1
に橙,緑,淡紫紅色又は桃色の発色をみた。このことか
ら酸性区分では Rf o.1る,Rf o.25,Rfo 5～o.51,Rf
O,6～09の4つの生長物質に分けられる。試料に,IAA
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ミツ マ タ の 花 の 生 長 物 質 (15)
I I CO10r rcaction Of
chromatogram of ethcr cxtract
by EHRLICH rCagcnt,
I I CO10r rcaction of guidc
chromatograni add?g synthcsized
IAA to cthcr cxtract by EHRЫGH
rcagcnt.
Fig。 l  ChrOmatOgrams of acid
fraction of cthcr cxtract obtaincd
frOm f10wcrs of E兜♂ωο″加物
η´ク″を″″ら deVClOpcd
isopropanoI―-287ろ  alllunOnia
WatCL 8:1 :1 (V/V/V),
assaycd by Avcna straight grOwth
test.
I :Golor rcactiOn of chromatOgram
Of ethcr extract by EHRLiCH
rcagcnt.
I :Golor rcactiOn Of gu,de
chromatOgram adding
synthcsizcd IAA to cthcr cxtract
by EHRLIGH reagcnt.
Fig.2 ChrOmatograms OF ncutral
fractiOn of cthcr cxtract obtaincd
frOm flowers of E砲9ωο″j/2',
砲´り″捗″α, dCvclopcd in
isopropano卜28% a―l■Onia_
WatC島8:1:1 (V/V/V),assayCd
by Avcna straight grOwth tcst.
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(16) 小 笠 原 隆
を加えて展開したクロマトグラムの EHRLICH試薬に よ
る呈色反応をみればRfo 4～05に紫紅色にIAAの発色
があらわれ, ミツマタの Rf o.5～051附近の発色する
物質と重なる。
Rfィ直および呈色反応からみてミツマタの本生長物質
はIAAでないかと考えられ,さらに他の展開溶媒に ょ
るRf値および他の試薬にょる呈色反応を比較してみた
が,その結果を示せば Tablc l～2に示すごとくであ
Tablc l.  GЭ10r rcactiOns Of ぁnxins On PapCr.
呈色反応が IAAのそれと似ていた。 しかし,他の展開
溶媒を用いてその Rf値および他r7D試薬による呈色反応
を比較してみた結果,明白な相異を示すことがあること
から,明らかに本生長物質はIAA以外の物質であると
思われる。しかし,恐らくはIAAと近縁のインドー フレ
化合物であろう。
RfO.16およびRf o 25にみられるJlb質はRf値および
呈色反応からみてフランス海岸松の芽において認められ
Substancc
|
た Rf o.18,Rf 0 22の生長物質と同
一物質と思われる。Rf o 50～0.51の
生長物質はクロマツ4),フランス海岸
松5),においてIAAのすぐ下にみられ
た物質よりRfが補 高々いようであり
又呈色反万感が幾分異るようであり,恐
らくこれらとも異る物質と思われる。
NITcH3)はStraWbCrryにおヤ、てIAA
より低い Rfのところに2つの 生長物
質を認めたが, I_AAのすぐ下の/r/Z質
について多分 indOlcpyrllvic acid
(IPA)であろうとしている。STOWE
等8,はcOrn kCrnclsにおいて IAAょ
りRfか低 くIPAのRfに相当する区
域にみられる2つのSpOtはSALKOWSKI
反応に おいて IPAと同 じ CrimSOn
の発色をみたとい う。しかし,その後
STOWE等7)はcOrn Cndospcrmにお
YcllOwish
brown
Pink
TablC 2.  Rf valucs Of auxins,
Substancc
Substancc C
in acid fractiOn
soproPanOl
――watcr
―cthanOl
――M′atcr
709ち
ctlla nol
082
る。Rf値を比較してみればイソプロパノールーアンモ
ニアー水,70%エタノー ルを用いた場合は本物質とIAA
のRfは極めて類 似している。しかし,ブタノールーエ
タノールー水では本物質はRfo 50に対し,IAAはRf
067にあらわれ,はつき
'相
異がみられた。
呈 色 反 応 で は EHRLICH試薬 , GoRDON&WEBER試
薬 で は 大 体 似 て い る が MITcHELL&BRUNSTETTER試薬
で は 明 白 な 差 が み ら れ た 。
このことから本生長物質はIAAとは異る物質である
と思われる。
中性区分においてはRf0 0～4,Rfo 5～03に生長
物質がみられたが,いづれの試薬においても呈色反応が
不明瞭であつた。
ミツマタの花の生長物質をエーテルで柏出したが,酸
性区分において Rf o,16, Rf o.25,Rf o.50～0. 1,
Rfo.60～090に生長物質がみられた。Rf o 50～0.51に
みらたる生長物質はRf値および EHRLICH試薬による
0.50
い て も IAAのRfょり下 の と こ ろ に SALKO私SKI反応 で
陽性を示す2つの SPotをみ とめ たが, そ の際合成
IPAのSALKOWKSI反応を調べたら陰性であつたとし,
これらの物質の同定は今後にまたねばならないとしてい
る。
ミツマタの駿性区分にみられる Rf o 16および Rf
O.%の生長物質のRf値がIPAのそれに近い。このうち
Rf o 25の物 質 は SALKOWSKI反応 が 陽 性 を 示 す 。 ミ ツ マ
タに IPAの存在することは充分考えられることである
が,しかし,直接合成 IPAとRf値および呈色反応を比
較していないので明らかなことはわからない。
Rf O.6～09間近にみられる物質はクロマツ4),フラ
ンス海岸松5)ではみられない物質である。
CROSBY等2)はAlaska pcaのェーテル抽出物におい
てIAAのRfょり上に物長物質を認めたが,これにつ
いては同定していない。
中性区分にみられる生長物質のうちRf O.5～08にみ
られる生長物質は indOICacctO?trilcとRf値が似てい
考
Rr in S。lvcnts
るが呈色反応が不明瞭であり同定のための比較検討がで
きなかつた。
ミツマタにみられる生長物質は多くは未知の物質と思
われるが,その同定は今後の研究にまたねばならない。
ミ ツ マ タ の 花 の 生 長 物 質 (17)
ル化合物であろう。
ミツマタの花に存在する生長物質の化学的性質はいづ
れも不明で,これらの物質の同定は今後の研究にまたね
ばならない。 (1961. 5  515≧受≧)
献
ミツマタの花の生長物質をエーテルで抽出し,ペー タく
―クロマトグラフイーで分離,アベナ仲長試験で定量し
〔こ○
展開溶媒としてイソプロパノールー28%アンモニアー
水8:4:4(V/v/V)を用いた場合,酸性区分におぃて
Rf O.16, Rf o.25,Rf o 50～0.54 Rf o 6,9に, 中
性区分においてRf o.0～04,Rf o.5～88にそれぞれ生
長物質がみられた。酸性区分にみられるRfo 5o～051
の生長物質はRf値および EHRLIC重試薬に ょる呈色
反応が IAAのそれと極めて類似していた。しかし,ブ
タノールーエタノールー水, 4:1:1(V/V/V)で展
開した場合のRf値および MITCHELL&BRUNTETTER試
薬にょる呈色反応では両者に明白な相異があらわれた。
このことは本物質は IAA以外の生長物質であることを
示している。しかし,恐らくは 酔ぬ と近縁のインドー
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(文献 7による)
S_mary
Auxins in thc f10wcrs O「Edζ♂ωο/脆ケ, η´炒/を虎r,SIEB.Ct Zucc.wCrC invcstigatcd,
Auxl■s wcrc cxtractcd with cthcr at o°O rOr 20 hourS. Papcr chrOmatographic scparatiOn Or auxins in
cthcr extracts was pcrfOrmed in thc asccnding dircctiOn in isOprOpanol-28%ammOnia_watcr,8:1:4(V/v/V).
Thc chrOmatOgrams wcrc assaycd by mcans O「 Avcna str2ight grOwth tcst.
Auxins wcre dctcctcd with R「 o,16, Rf o 25, RF o.50～0 51 and RF o,6o～0.90 in acid FractiOn and
、vith Rf o,00-0.40 and Rf o.50-0 80 in ncutral fractiOn.
ArnOng thcnl, R= o.16,Rf o.25 and Rf o.50～0.51  in acid fractiOn shOwcd  Positivc rcactions with
EHRLICH rCagcnt.
Rf valuc and cO10r rcaction Or auxn with R『o.50～.51 rcsemblC thOsc Or ttAA.
But Rf valuc in butanOトーcthanO卜_w tcr,4:1:1(V/V/V)and cO10r rcactiOn with MITcHELL&BRUNSTETTER
rcagcnt Of this auxin wcrc dirrcrcnt FroHュ thosc oF IAA.
It Fnay bc cOnsidcred that this auxin is nOt IAA, but is anOthcr auxin and is indolc cOmpound,judging
rrottx showing positivc rcactions with bOth Of GoRうON &WEBER and EHRLICH rcagcnts.
IdentiFication Or any auxins in Edttωογ肪力 均´り″>″,SIEB.e  Zucc. ェnuSt bc dererrcd。
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